
 
＝適応規格＝ JＩＳ Ｌ １０７６ ６．１．Ａ法， ＪＩＳ Ｌ １０５８ ７．１．４ 
 
＝用  途＝ この試験機はＪＩＳ Ｌ １０７６ ６．１．Ａ法（織物及び編物のピリング試験方法／   

ＩＣＩ形試験法）に規定されている“ＩＣＩ型ピリング試験機”です。 
本機は従来行われている一定の摩擦材で規則的に摩擦を繰り返しピリングを発生させる方法と
は異なり、試験箱の内張にコルク製の板を貼りその中に硬度４２±5度（ＪＩＳ Ｋ ６３０１
／加流ゴム物理試験法）のゴム管に巻かれた試料を入れ 10時間試験箱を回転させた後、試料を 
ピリング判定標準写真等と比較して等級を決定致します。 
この方法で試験を行いますと、従来の摩擦試験と比べ試料の表面に与えられる衝撃がより複雑化
され、発生したピリングの状態が実際の衣服着用時に近似するため、合理的で正確な結果を得る
事が出来ます。又、この試験機は多くの検査機関や染色試験場等にてご採用していただいており
ます。 又、オプションのダメージ棒やピリングボックスに金のこを取り付ける事でＪＩＳ Ｌ
１０５８ ７．１．４．の織物や編物のスナッグ試験機として試用する事も出来ます。 

  
=特  徴= ・デシタル・タイマーが装備されており、試料を準備し試料箱の中に入れておくだけで後は自動 

運転される。 
・従来品に比べノイズレスベアリングを使用しているので、運転音が静かです。 
・操作が簡便であり、又、オプションとして安全性を考慮しセーフティカバーも用意しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝仕  様＝ 
  型 式    ＩＰ－３    ＩＰ－６    ＩＰ－９ 
  試 料 箱 数      ３      ６      ９ 
  回 転 数    ６０ｒ．ｐ．ｍ． ±２ｒ．ｐ．ｍ． 
  試料箱内寸法    ２３（Ｗ）×２３（Ｄ）×２３（Ｈ）ｃｍ 
  コ ル ク 板    厚み；３±０．２ｍｍ 密度；０．２５±０．０３ｇ／ｃｍ３ 
            坑長力；１０ｋｇｆ／ｃｍ２｛９８０ｋＰａ｝ 粒度；１０～２０メッシュ 
            圧縮率；１０～２０％（７ｋｇｆ／ｃｍ２の荷重で１分間加圧後の数値） 
  ゴ ム 管    １５０（Ｌ）×３１（Ｏ．Ｄ．）×３ｔｍｍ 
            硬度；４２±５度 （ＪＩＳ Ｋ ６３０１） 
            質量；５１ｇ 
  タ イ マ ー    デジタル設定 表示型 
  カウンター    マグネットカウンター （５桁／自動停止装置付） 
  モ ー タ ー    １００Ｗ 
  電 源    ＡＣ１００Ｖ ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ 単相（御指定によりＡＣ２２０Ｖ仕様製作可） 
  附 属 品     
    ゴム管（両端のＲ；4mm）２４本     ４８本     ７２本 

  電源コード                    １本 
  オプション    スナッグ試験用ダメージ棒（研磨布、サーフェース）、金のこ付ボックス 

     
 
 

 

ピリング・テスター 
（ＩＣＩ形） 

Ｓｅｃｔｉｏｎ．２８  

Ｃａｔ．Ｎｏ．ＡＲ－３  

＊改良の為、仕様・外観は予告なく変更する場合があります。 

ダメージ棒 

サーフェース法 

ピリングボックス 

金のこ取付法 

スナッグ試験用オプション 


